
第19回豊丘村リニア対策委員会

令和元年7月 25日 (木)19:00
於 :豊丘村保健センター2F

東海旅客鉄道株式会社

報告内容

1発生土置き場 (本山)計画地の造成計画 工事内容について

2発 生土置き場 (本山)計画地の説明会における質疑応答について

R10,25
UR東海



報告内容          駄I″

1 発生土置き場 (本山)計画地の造成計画・工事内容について
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|●― L:籠
== 本 日のご説明の趣旨

R1725
」R東海

0発生土置き場(本山)計画地には、坂島非常口からのトンネル掘肖1に伴い発生する土砂

(以下、発生土)、 及び、戸中非常口からの発生土の一部を運搬する計画です。

0発生土置き場(本山)の北東の平地を施エヤードとして活用することを計画しています。

0本日は、発生土置き場(本山)に関する、計画概要 施工ll画及び安全対策 環境保全に

関する取組みについて、ご説明をさせていただきます。

坂島非常口

戸中非常ロ

名古屋方

ヽ市,i tlタ

-7- 本日のご説明内容
R1 725

JR東海

~轟幹い脚'卜「

発生土置き場 (本山)施エヤード

発生土置き場 (本山滸 画地

①トンネルエ事概要

②発生土置き場
-1計 画

計(本山)計画

概要

地について

②

②

②

②

-2発生土置き場(本山)施エヤード

-3施 工計画及び安全対策

-4環 境保全に関する取組み

,

■

J

ヽヾ
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豊丘村内のトンネルエ事概要
R1 725

JR東海

OI ■
″

=7 10豊
丘村役馴

1  '¨

‐    9-

几 例

今回施I範囲

計画路線 (トンネル区間 )

.■回路紅 地上区間 )

_‐

`″

回 錮

標準断面図

(本線トンネル)

発生土置き場(本山)位置
R1 725

JR東海

電弩 舘
レ

伊那山地トンネル新設
(戸 中 I生沢工区)約66km

伊那山地トンネル新設
(坂島工区)約 5■ km

伊那山地トンネル 約 15 3km

発生土重き場 (戸 中
'候

補地

■
　
　
´

・ヽ
′
　
尉

一、　
´

方

戸中非 常 回

名古屋方

発生土置き場 (本山)施エヤード

f置き場 1娠 島
'

発生土置き場 (本山)計画地
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発生土置き場 (本山)造成計画

治山ダム

Rl'25
UR東海

ヽ

+"- rBfle

ヽ条
調整池

縦断 図

調整池

平面図

山贖エ
埋設エ

(地下 )

土留擁壁 縦然管、,一イ~~二:I,1,(2話
´

― ´ ― ‐ ~‐ ‐ ~~~~~~A

｀ 地下排水督

建 設 工     ※現時点の計画
=な

ります

盛上の安定 (造成形状 )

R1 725

JR東海

1証面部 (斜面補強 )

1開水路
‐管理用道路
:蛇 .t(布□籠 )

1治山ダム 山腹エ
1地下排水管
|マンホール
‐縦lll水 管
‐集水丼
1呑口設備

盛土斜面の勾配は 岩ズリの安定勾配(118～ 20)よ り緩い勾配の123とします
盛上は高さ5m毎に小段を設置します

拡大図

縦断図

拡大部分
ヽ
ヽ

20m

一

‐ ‐ ´ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ´ ―

20m

{-------"'
※現

"点
の計画にも

''十

上流n

´́響い崎そ″脅

地元説明会資料

|__卿 ______― ― ― 国 ‐ _____― ― ― ― ‐ ―
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盛土の安定 (土留擁壁 調整池 )

Rl,25
UR東海

土留擁雪を設置することにより 盛土の流出を抑制します
調整池を設置し、雨水が下流域に一気に流れないようこします

※調整池は降雨確率loo年として計算した客量になります

盛土の安定 (埋設工 )

:1

ス現時点の計回になります

R1725
Ull東海

調整池縦断図

理設工を設置することにより、盛上の深い位置でのすべりを抑制します

埋設工の役割くイメージ図)

深い位置てのすべりを抑制

①正面図 ①側面図

約2m

水抜きバイプ

水抜きパイブ

jL下排水

約20m―

約10m

来現時点の計画 ●なります

調整池平面図
上流側

下流側



排水対策 (地表排水設備 )

R1725
Ull東海

現況沢筋に合わせて、開水路を設置します
周辺からの流入は周辺排水側溝から開水路へ流します
特に流入が多く想定される箇所は、布団籠等の香口を設けます

地表Wil水設備平面図

下流側

※地豪徘水設IIは 降雨確率1∞年として計算した断面になります

※地表り1水設備の構造 設置ルートま今後の協議で変更になる場合があります

排水対策 (地表排水設備の防

1,

※現時点の計画になります

Rl'25
」R東海

軸諷　
ノ

 ヽ 周燿排水J:溝

几例
¨

… :開水路 (高さ07～25m× 幅07～ 3m)
―‐小段 周辺排本側溝 (高さ03m× 幅03m)

|::呑口設備 (布団籠等 )

開水路イメージ

造成範囲の周囲から土砂流入が想定される箇所は 治山設備を設置することこより、
周辺からの■砂流入をコントロールし 盛土、水路等の設備を防護します

1孫Jダム
1平面図 上流側拡 大 治山ダム

, 治山ダム
,

,

`  水叩き

治山ダム

正 面図
―約2`い ――      ‐

水
''き

コ

侵食の防止により安定を図る

山 腹 工 1斜面の風イヒ 侵食及び崩壊の

防上を図る

※現時点の計画になりますト

側面図

|

|

|

|
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排水対策 ( 排水設備 )

Rl ,25

JR東海

地下排水管設置平面図 上流,,
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※現時点の計画になります

R1726
UR東海排水対策 (地下排水設備 )

断面図

地下わ1水支管

※地下り1水管は 降雨確率100年として:1算した断面になります
※地下 ,1水 管の構造 設置ルート0今後の協議て変更になる場合があります

拡大図ヽ
砕石

基盤,水層 (砕石)

地下り|・l.補助管
(有孔管 管径03m)

X現時点の計画になります

現況の沢筋に沿うように地下排水管を設置します
地下

"1水

管は 沢筋ごとにЯl系統化し、万が一異常が起きた際のリスクを軽減します
基盤

"1水

層にカロえ、地下排水支管を設置し、地下

"1水

管に集水しやすくします

凡例

― 地下
"1水

帥  (有孔管)(管径0`～10m)
― ,地下う1水管●(有孔管)(管径O`～iOm)
‐,地下排水支管(有孔管)(管径03m)

基 盤排水層e石 )

地下排水管は 補助管を設置し 流量に変化があるなど 地下IIl水管に異常が起きた場合
に対応できるようこします

基盤り1水居 (●石)

1

[

:

[

|

|

|

1

:

地下
"1水

管O
地下排水管②

地下排水支管 [



排水対策 (地下排水設備の点検 (マンホール))
Rl,25
UR東海

地下

"1水

設備の点検を行うために人力
'入

れる大きさのマンホールを設置します

マンホール 縦鬱1水配置図

A

凡桝
● |マンホール

●‐経
=1水

管
■集水丼

マンホール断面図

地下‖

排水対策(地下排水設備の点検 (縦排水管))

,,

※現時点の計画になります

Rl'25
UR東海

藍土表面

ヽ
ヽ

一

７

１

、

一

一
　

た
地下,1水管

マンホール

(管怪1,・ ,

人が入ることができない深さの箇所は、縦

"1水

管を設置し、カメラ等で点検します
縦排水管に放射状に横集水管を設置し、盛土内の集水

"1水

機能向上を図ります

几例

● |マ ンホール

,‐ 縦排水管
,1集 水井

地下,1水首

点の●I画になります

縦

"1水

管は当初、工事中の仮排水用として検討しておりましたが 地下俳水管の点検や盛土
内の集水機能を向上させるため 設置数を増やし、新たに模集水管を追力0します

図置配水擁縦し
一ホンマ

　
Ｎ

，
＾



地下水上昇時の安全性
R1 725

JR東海

万が一、盛土内水位が上昇した状態(盛上高の■/2)を想定し検討を行つています

発生土置き場安定計算の検討モデルイメージ

盛土I薔 徳″

← 地震動

盛土内水位が最大で盛上高の1/2まで上昇し、旦つ地震が発生した場合でも

崩れないことを確認しています
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発生土置き場 (本山)施エヤードの現況
R1725
UR東海

想定する最大地下水位

●

発生土置調  (本 山) 写真0

写真②

写真0(林道大島虻川線から望む)

写真●(■空から望む)

通常時のItl下水●
(前回説明時の検討水位 )

「
■



発生土置き場 (本山)施エヤードの工事計画
R1725
UR東海

A″断面

||"   |“
'.  12●

盛■高さ

約 12・

8B′断面

法面勾配

面積

容量

最大盛上高さ

:1:1.8
: f! 4,ooo m,

: +i 15,000 ml

: lk 12n

0発生土置き場 (本山〉へ運搬する発生土の一時的

な仮置き場 及び 発生土置き場 (本山)の表土の

仮置き場として使用し 最終的によ原形復 日する

計画です.

発生土置き場 (本山)施工手順の概要

21
※現時点での計画になります

R1 725

UR東海

盛士高さ

Ii● ●●

地下lll水エ

ステップ①

ステップ②

ステップ
③ ④、⑥

ステップЭ

ステップ
⑦、⑩

ステップ0
ステップ
O⑩

盛土エ

仮設堰、伐採工、軟弱層の除去

沢部に地下

"1水

管を設置

工事用車両の進入に必要な形状に盛土を実施

最下流部に調整池を構築

下流tBlか ら順次、盛土を実施

盛土工に合わせて埋設工を構築

盛土した表面に開水路等の排水設備を構築

ステッ
'0中

盛±9法面部や平二部に種子吹付や植樹を実施

治山設備設置エ

盛土エ

(工事用車両進入道路 )

表面lll水 エ

ステップ⑫ 造成範囲の周囲に治山設備を設置

X現消点の計画 ●t'ます



発生土置き場 (本山)施工手順
R1725
Jll東海

ステツプ① 準備工 師 設堰設置、桟採工、軟弱層除去)

工事中の濁水流出を防ぐため 最下流部のボトルネック箇所に仮設堰を設置します
上流側よリハレクホウにより進入路を菫形し 重機を搬入します
立木の伐採 軟弱層の除去を,い 遣成範囲内の資機材ヤード及び施エヤードに仮置きじます

【平面図】
仮設堰
/

バ ´ ^´

造成範囲

既設垣堤

資機材
ヤート

23
X現時点帆 I画になります

伐憚 軟

?除

去

rF′

‐́

囀
¶

発生土置き場 (本山)施工手順

…
破砕じ40 mm程 度に調整した発生土を基盤lll水 層として活用し 施工 l■況断面図のようこ敷設します
軟弱層除去後 沢部にIL下

"1水

補助管及び地下ll球管を運搬じ 配管します
両岸の法面からの雨水を集水する支管を設置します
地下排水管や支管は 盛土範囲に合わせて管を延長してlt工 を進めます

ノモ]雙
」b下排水支管 ―

ム、、コ//
既設堰撮

砕石

(基盤

"1水

層 )

R1725
JR東海

プ

¨
地`下

'1水

管

.堤  地下り隊支管の■置

※現時点の計画になります

ヽ

ヽ

現地伐操材

濁水処理

フィルター

tirriia

I t / *orr*=

地下

"1水

補助管
―

地下
=1水

支言

既設[堤



発生土置き場 (本山)施工手順
Rl,25
UR東海

ステップ0 盛土工 (既設堰堤撤去)

既設堰堤位置まで地下排水管を敷設した後 既設堰堤を大型ブレーカー等を用いて破砕じ撤去します

既設堰提
      大型,レーカー /

仮設堰

/ 既設堰堤撤去
25

×現時点の・I画になります

聟 f予

発生土置き場 (本山)施工手順
R1725
」R東海

【縦断図】

ステップ0 盛土工 (パイロット道路)

盛土する範囲の下流部に仮設沈砂池を設けます
発生土を投入し 盛土を行っていきます。造成した盛土は キャ,ヒ ラ式の車両が進入可能な形状
(ハ イロット道路)に造成します.

調整池設置予定箇所までハイロッ随 路を延伸していきます
なお ′ヽイロット道路の進″に伴い 1頂次仮設沈砂池を設 ナ 濁水の流出を防■Lします

′ヽ

いぃンフ今年畔 ワ/卜
罰

反],沈砂也

X現時点の計画にな,ます



発生土置き場 (本山)施工手順
R1725
UR東海

―

造成範囲外の下流側に新たに仮設堰を設けます
最下流部までパイロット道路を造成した後 盛土補強材やネ千面補強により補強を行いながら 最下流部

の盛土を遣成します
盛土構築後 開水路等の表面排水設備を設置し 上留擁壁を設置した上で 調整池を構築します

′

附 断図】

最下流Б「盛土
調整池  土雪掟壁

発生土置き場 (本山)施工手順

27
※現時点の計画になります

R1725
」R東海

宅□

′
，
　
市

1,最下流部盛土

,ヽ面,電 :奎

,l6idid 1)!fin*[&a
市国..

盛土補強材

2)徘水構造物設置

下流側擁壁

B57kr8 2)$,iltiE14;sE

下流側痙壁

3)調整池設置

]ソ ,,―卜吹付

B57kfE 3)llt*;t&E

]),リ ト吹付

上流側から更に盛土を行い ダンブや生コン車等の四輸車両が進人できる形状 (工事用道路)こ
遣成します
法面に段切掘肖1と基醐 1水層を設置後 発生土を厚さ概ね00cm毎に転 F■しながら発生土を造成
します

工事用L:肯

'1'トマ
~ バツ

で
ウ 制ア

4ガ基盤排水層

地下排水管ll下

"1水

支管
※施工前に試撃盛上を実施し 本施工における数均 転庄口漱年の
条件を決定します

メ現崎点の計両になります_´
― じ

―

仮詮遅    ｀

`0



発生土置き場 (本山)施工手順
R1725
U尺東海

ステップ0 盛土エ

下流側から上流側に向かつて計画した高さまで盛土を行つていきます
法面に段切lll肖 Jと基盤排水層を設置後 発生土を厚さ約30om毎に転圧しながら造成します
地下

'1水

支管等も 盛土範囲に合わせて管を延長して施工を進めます

発生土置き場(本山)施工手順
R1725
UR東海

※現時点の計画になります

ステップ0 埋設エ
遣成した盛上高さこ合わせて コンクリートを打設し 埋設工を構築していきます

【平面図】

※現時卓の計画になります



発生土置き場 (本山)施工手順
R1725
Ull東海

ステップ0 表面″1水エ

盛土の進ンに合わせて 表面排水月の開水路や小段り育水 周辺排水を設置します
周辺からの流入が多く想定される箇所は呑口設備を設け 盛土内への浸透を抑制します

開水路

舌□設備

小段

":水

― ノ ‐、~~ 
同 辺排水

一
　

　

一

メ現菊点の計画になります

発生土置き場 (本山)施工手順
R1725
JR東海

ステップ⑩ 盛土工、表面り隊 エ
上流側まで盛土工及び表面

"1水

工を順次進めていきます

【平面図】 呑□設備

開水路

1ヽ 段ち1水

埋設I
※現時点の:1画になります

1/
ヽ



発生土置き場 (本山)施工手順
R1725
UR東海

ステップ0 植生エ
盛土した表面に表土をT寧に敷均します。

法面部には、種子吹仕を行い緑イしします

平坦部には、植樹を行います

(平面図 1

【ll断図】

種子吹付

植ち,

ド
“

″

‘ 編
|

ム
ヽ

．

ワ
‘
１
１ヽ

■
飢

ノ
/´｀

発生土置き場 (本山)施工手順

33

Rl,25
UR東海

※現時点ω計画になります

ステップ⑫ 治山設備設置工 (山腹工、治山ダム)

造成範囲の周国から土砂流入が想定される箇所は 治山設備を設置します

【平面図1 山1夏 I ／
′

,ヽ

J臆工

ヽ

ゝ

※現お点の計画になります

治山ダム



工事用車両運行ルート及び運行台数
Rl,25
UR東海

■丘

"霰
嗜 li[長 沢,,

資機材ルート(坂島)

発生土運搬ルート(坂島,

発生土運搬ルート(戸 中)

壊島鼻齋0

嗅
"長

F口 ,1饉

0日向山堰堤

発生■こせ■ (漱山,

工事用車両の運行台数(発生土運搬車等)

〕5

R1725
」R東海

※現時点での計画てあリ エ事の進移により 増滅する可能性があります

ポイント 最大車両台数

0日 向山堰堤 約350台 /曰

②萩野沢橋 約550台/曰

(合 /曰 )

450

400

050

300

250

200

150

100

50

ポイント①〕日向山堰堤

m発 生土

ピーク値 :約250台 /日 値量
ピ・ク

約350台/曰

坂島資機材

「
illoc

|

|
:

0          12         24         00         和         `o         ,2         81

"8年
度  mo年 度  2020年 F_  202,年度  2022年 度  の2`年度  を024年度

※戸中III常 日からの車両台数は 協.|1段階の想定台数てあり
具体的な運行台数は戸中 I生沢ェ区の工事説明会にてお示しします

ヽ現時点ての計画であリ エ事の進力により 台数の増滅や時期が前後する可i.性があります

96(延 月 )

2026年度

]

J

∫

合/曰

|

■
―
―
―

¬



工事用車両の運行台数 (発生土運搬車等 )

Rl,25
JR東海

(台′日)

700

650

000

550

500

450

400

350

300

250

200

150

100

50

0

ポイント②薇 野沢橋

S (GE)
mr+E rf+E 2aa1E 2a2148 2@2+E 2a2!48 2a241& 2o25EE

※戸中,1常 日からの車両台致は ll議段階の想定台数てあり

具体的な運行省致は戸中 IttJ・ 工区の工事説明会にてお示しします                  ‐ヽ

※現時点ての計画てあり 工事の進捗により 台数の増滅や時期が前後する可i.性があります.

J:ξ り値 :約550台 /曰 ヒ

「

坂島発生■
ピーク値 illBOO合′曰

戸中男
ビーク

1生土

値 ,約 250台′曰
―

「

|

―

r」 :

工事時間帯及び運行時間帯
R1725
JR東海

。工事時間帯
発生土置き場造成等の作業

トンネル掘肖1工等

・ 運行時間帯

発生土の運搬
資機材の運搬

・休工日 :日 曜日、その他長期休暇 (年末年始等)

O通勤通学等の時間帯は、運行台数を最小限にlI「制するよう

努めます。
O上記の時間帯以外や休工日に作業や運搬を行うことがあります。

その場合は事前にお知らせします。

O地域のイベント等が開催される場合は、運行時間などについて、

事前に調整いたします。
○工事で使用する重機を運搬する特殊車両は、法令の定めにより、

21時～5時の時間帯に運搬することを考えています。     _

8時00分～18時00分

24時間交代制にて施エ

8時00分～18時00分

7時00分～19時00分



…

交通安全対策
R1725
UR東海

地元の皆様に対する交通安全対策は、最優先に実施します。

1作業員に対する交通安全教育の徹底

制限速度の厳守、地元車両優先の徹底

歩行者等への配慮、一旦停止の確実な履行

2安全看板 工事用仮設信号機の設置、交通誘導員の配置

3工事用車両の明示

0■

回置屁調■  発生土置き場(本山)計画地の工事工程    潔番省

日の ご言
年度

項 目

Y ,0,,
2020 2021 2022 2020 2024

書
|

夏 秋 冬

発

生

土

置

き

場

＾
本

山

）

計

画

地

行政手続
|

|

― ―
ロ

準備工 叉入 遺成エ
[

[ 一‐
…

工事の状況によって計画が変更となる場合があります.



発生土置き場 (本山)の調査及び影響検討
Rl,25
UR東海

発生土置き場を新たに当社が計画する場合の調査及び影響検討を実施しました。

水質(水の濁り)

沈砂池等による処理のほか 必要によりlll水基準を踏まえ適切に処理

をして,1水することから 周辺公共水域への影響は小さいものと考えら
れます.

重要な地形及び地
質 土地の安定性

重要な地形及び地質を回避した計画です。また 安定II算を行つた結
果 土地の安定性が確保されていることを確認しました

文化財を回避していることを確認しました.

重要な動物 植物 重要な群落 注目種等への影響は 生息 生育環境
の一部が消失 縮小する可能性がありますが 事業の実施による影響
の程度はわずかであり 生息 生育環境は保全されるものと考えます.

環境影讐評価法に基づく事後調査を実施します.

動物 植物 生態系

主要な眺望点及び景観資源の改変は行わないことから景観への影響
は回避されているものと考えられます。

運搬ルートベの待避所等の設置や車両運行計画の配慮 工●従事者
への安全運転教育により第二者優先の運搬計唾 することから利用性
への影響が小さく発生i置き場が視認されないことから快適性の変
イヒは小さいものと考えられます.

人と自然との磁 合い

の活動の場

環境保全措置を行うことで温室効果ガスに係る環境負荷を低減してい

きます.
温室効果ガス

詳細は2017年 2月 に公表しています。                     ・ `

~発 生土置き場 (本山)における主な環境保全措置  l晏懲

く水質 (水の濁り)>
・濁水濾過設備 :盛土施工の進捗に伴い、盛土した下流部に、順次

仮設沈砂池または仮設堰を設置し、濁水処理フィル

ターにより濾過します。

排水の監視 :仮設沈砂池または仮設堰、及び調整池の放流

口にて、水質及び水量の確認を行い、排水基準を超

えることの無いように監視・対策します。

仮設堰設置例

硯i也伐採ll

濁水処理
フィルター

′

′

12

仮設沈砂池設置例

検討項目 検討結果

文化財

景 観



~発 生土置き場 (本山)における主な環境保全措置  潔癸借

く土地の安定性>

試験盛土 :盛土施工前に、実際の発生土を用いて試験盛土や土

質試験を行い、発生土の性質を確認し、施工の際の

管理基準を決定します。

土質試験例           他工事での試験盛上の実施例

現地で採取した試料を用いて、土の性質を
把握するために実施します

本工事における敷均 転圧回数 転圧速度
などの施工条件を決定します

口冒甕調日 発生土置き場 (本山)における主な環境保全措置  R妾讐

く土地の安定性>

伐採範囲 :伐採は、裸地部分からの土砂流出が起きないように
範囲を決め適宜実施します。

・段 切 工 :現況地盤と盛土材との密着を確実に行うため、段切エ

を実施します。

段切工概要図

段切エ

発生土(転圧)
OSm以 上

現況地表



~発 生土置き場 (本山)における主な環境保全措置  ■番想

く土地の安定性>

・事前処理工 :支持地盤はあらかじめ草木を伐採、除根いたします。
・転  圧 :重機を使用して、概ね盛土高300mごとに転圧します。
・排  水 :表面に勾配を設け、発生上の泥澤化を防止します。

水の集中しやすい箇所には、降雨時の浸食を防止す

るよう配慮します。排水設備は、堆積物の除去を行い、

機能の維持に努めます。

樹木の伐採 除根のイメージ ブルドーザーによる転圧状況

―

・

枝 払い 切断

∠ ri曇
□

発生土置き場 (本山)における主な環境保全措置  1番懲

く土地の安定性>

・法面勾配  :盛土が安定する勾配 (1:23)とします。

・4ヽ 段   :盛 土高50mごとに、15mの小段を設けます。

法面保護 :植生工を行い、土砂流出を防止します。

小段部拡大図 法面勾配イメージ

lSm 11,ぃ

●
匡



ロロ屁調□ 発生土置き場 (本山)における主な環境保全措置  ■曼舞

く動物・植物・生態系>
工事に伴う改変区域の最小化

・タイヤ清掃設備

・工事従事者への講習・指導

■■

m需屁馴屈
発生土置き場 (本山)における主な環境保全措置  凛曼聟

く温室効果ガス>
・低騒音・低振動型・排出ガス対策型建設機械の使用

・工事規模に合わせた建設機械の設定

・建設機械の点検及び整備による性能維持

・高負荷運転の抑制

低騒音 低振動

"|ガ

ス対策型
建設機械の採用

タイヤ清掃設備

※写真のマークま[騒音

"F出

ガス対策型を示します

工事従事者への講習 指導



:蹄 r―
= 発生土置き場 (本山)の工事中の管理計画

R1 725

」R東海

くモニタリング>
調査地点 調査項目 調査期間

水

質

工事

"1水

を放流する箇所の下記

▲

浮遊物質量(SS)水素イオン濃度 (pH)

水温 流量

工事前に1回

工事中に毎年1回

(渇水期 )

発生土置き場の悸水路等の流末箇所

▲

浮遊物質量(SS)水素イオン濃度 (pH)

水温 流量
工事前に1回

工事中に毎年1回

工事後に1回自然白来の重金属等※

・ 工事中のモニタリング結果を踏まえ、必要に応して工事完了後も影響が収東するまで
の間、モニタリングを実施し 必要な場合には追加の環境保全措置を実施します。

几例

1盛土 平■l部

1盛土 法面都

―

,闘水路

ント段 周辺擦水樹清

A  I工事排水を放流する箇所の下流

▲   携 生土置調 のll水路等の驚宋箇所

※投入する発生土について 搬入元における土壊汚染のモニタリングにより土嗅汚染対策法  ■,

に定める基準等との差が小さい場合に実施 . 現時点の計画にな,ます

発生土置き場(本山)の工事中の管理計画
R1725
UR東海

く異常時対応>
・大雨 (1時間降水量30mm以上):

作業を中止し、巡回点検 (法面、排水箇所等)の実施

異常を発見した際、異常時連絡系統図に従い、関係各所に連絡

安全確保に必要な措置の実施

・地震(震度4以上):

作業を中止し、巡回点検 (法面、構造物等)の実施

異常を発見した際、異常時連絡系統図に従い、関係各所に連絡

安全確保に必要な措置の実施

ジンガ洞

虻川まて

約1 5km



発生土置き場 (本山)の工事完了後の管理計画
R1725
JR東海

<観測>
地下水位の観測や盛土変位を計測じ 地下水位上昇の兆候や盛土変状の有無について
確認します

①想定している観測内容
盛土内地下水位 ⇒

盛上の変形   ⇒

降雨量

観測丼

変位計測

雨量計測

平面図

発生土置き場 (本山)の工事完了後の管理計画

51
X現時点の・I画になります

R1725
JR東海

変位計測

く水抜きボーリング>
地下水位を観測し、盛上高の1/2以下であることを確認します
万が一盛土内水位が常時水位より上昇した場合は、原因を追究し、必要により斜面部また
は集水井から水抜きボーリング対策を実施します

水抜きボーリングのイメージ

斜面からの水抜きボーリング

集水丼からの水抜きボーリング

×集水井 |■から水抜きボーリングが施工できるコンクリート製の直径約35mの円筒

※現時点の計画になります

Δ



発生土置き場 (本山)の工事完了後の管理計画
RI'25
UR東海

く点検 保守>
盛土設備等を点検し、開水路 調整池などは雄積物の撤去を行い、機能を維持します
管理内容の詳細については、地権者及び豊丘村と協議のうえ、JR東海にてしつかり

管理を行います

②想定している点検 保守内容
盛土全体

開7k路

地下排水管

調整池

⇒ 目視点検

→ 目視点検、堆積物状況確認し、必要により清掃

⇒ 目視点検、カメラ等を用いた点検
⇒ 目視点検、堆積物状況確認し浚渫

樹木

土留擁壁、治山設備 ⇒ 目視点検
⇒ 生育状況確認

発生土置き場 (本山)施エヤードの調査及び影響検討

,3
X現時点の計画になります

R1725
UR東海

・ 施エヤードを4Flたに当社が計画する場合の調査及び影響検討を実施しました。

水質 (水の濁り)

沈砂池等による処理のほか 必要により,球基準を踏まえ適切に処理

をして排水することから 周辺公共水域への影響は小さいものと考えら
れます。

重要な地形及び地
質 土地の安定性

重要な地形及びIL質を回避した計画です。また 土地の安定性に配慮
したI事計画にすることこより 土地の安定性が確保されることを確認
しました。

文イヒ財を回避していることを確認しました。

動物 植物 生態系

重要な動物 植物 重要な群落 注目種等への影響は 生息 生育環境
の一部が消失 縮 4ヽする可能性がありますが 事業の実施による影警
の程度はわずかであり 生息 生育環境は保全されるものと考えます.

環境影響評 1面法に基づく事後調査を実施します .

主要な財

`望

点及び景観資源の改変は行わないことから景観への影響
は回選されているものと考えられます

人と自然との角疏 合い

の活動の場

運搬ルートヘの待選FFr等の設置や車両運行計画の配慮 工事従事者
への安全運韓教育により第二青優先の運搬計咬 することから利用性
べの影響が小さく 発生土置き場が視認されないことから快適性の変
イしは小さいものと考えられます

温室効果ガス
環境保全措置を行うことで温室効果ガスに係る環境負荷を低減してい
きます.

検討項目 検.1結果

文イヒ財

景観



ロロ

=目
日目 発生土置き場 (本山)施エヤードの主な環境保全措置

Rl,25
UR東海

く水質 (水の濁り)>
・流入 流出水処理 :発生土仮置き場の外周に排水設備を設置

します。
・転圧、締固めを行い、表面の崩壊を抑えることにより土砂流出を
防ぎます。

模式図

平面図

“

排水澪

縦断図
勾配

E~ 
発生土置き場 (本山)施エヤードの主な環境保全措置

55

Rl'25
」R東海

く土地の安定性>

事前処理工 :支持地盤はあらかじめ草木を伐採、除根いたします。
転  圧  :重機を使用して、概ね盛土高30～50Cmごとに転圧しま

す。
・り} 水  :表面に勾配を設け、発生土の泥津化を防止します。

水の集中しやすい箇所には、降雨時の浸食を防止す
るよう酉己慮します。排水設備は、堆積物の除去を行い、
機能の維持に努めます。

樹木の伐採 除根のイメージ

.                              マイ        ー

□     枝担 ヽ切断 I    I眸 根

ブルドーザーによる転圧,大況



発生土置き場 (本 山)施エヤードの主な環境保全措置
R1725
UR東海

く土地の安定性>
法面勾配 :盛上が安定する勾配 (1:1 8)とします。

・小段 :盛上高50mごとに、lmの小段 (平地)を設けます。

小段部イメージ 法面勾配イメージ

発生土置き場 (本 山)施エヤードの工事中の管理計画

0′

R1725
U尺東海

くモニタリング>
調査地点 調査項目 調査期間

水
質

工事

"1水

を放流する箇所の下流

▲

浮遊物質量 (SS〉 水
=イ

オン濃度 (pH)

水温 流量

工事前に1回

工事中に毎年1回 (渇水期 )

仮置き場のり1水路等の流末箇所

▲

浮遊物質量 (SS〉 水素イオン濃度 (pH)

水温 流量
工事前に1回

工事中に毎年1回

工事後に1回自然由来の重金属等※

・ 工事中のモニタリング結果を踏まえ 必要に応じて工事完了後も影響が,又東するまで
の間 モニタリングを実施し、必要な場合には追カロの環境保全措置を実施します.

ヽ

ぼ

凡例
¨¨¨¨¨ 候囲い 集水設●

流水方向

rtt^t
l trni66F, l ,fi**o

o-Fit

|1水轟

□
↑

×搬入する発生土について 投入元における土簑汚業

に定める基準等との差が小さい場合に実施.

のモニタリングにより上域
"染

対策法
規時点の:十

=に
なります

=



お問い合わせ先
Rl ,25

UR東海

東海旅客鉄道株式会社

中央新幹線長野工事事務所

TEL:0265-38-6500
住所 :〒 395-O052

長野県飯田市元町5451

(受付日時/土 曰 祝曰 年末年始を
除く平日、9時～1フ時 )

中央新幹線伊,「山地トンネル新設 (坂島工区)

工事共同企業体
(構成員 清水建設 大日本土木JV)

TEL〕 0265-49-8416
住所 :〒 399-3202

中央新幹線,邦山地トンネル新設 (戸中 ■生沢工区)

工事共同企業体
(構成員 飛島建設 市川工務店」V)

(仮事務所)

TEL:0265-49-0502
住所【〒395-O032

長野県下伊 IFl郡豊丘村神稲

9440-1

長野 県飯田市主税町 16-1
ベルエアー 162F
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報告内容
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2発 生土置き場 (本山)計画地説明会における主な質疑応答について



質Po5事項 (1)
造成計画について

り1水設備は、降雨確率ではなく、総雨量で設計を行うべき。

"1水

設備 (開水路、地下

"1水

管、調整池等)は、設計基準以上の100年確率
の降雨強度を想定して設計しております。
すなわち、り1水設備は、雨水が発生土置き場に流入する最大流量を流せる規
模で設計をしております.

一定程度の雨言が継続して降つた場合、浸透した雨水による盛土内水位の上
昇がい配されますが、浸透した雨水を地下

"1水

管等のり1水設備を用いて適tn

に盛土夕ヽへ排水することで、盛土内水位の上昇を防きます。なお、盛土内水
位については、常時観測していきます。

設計の考え方は長野県へ説明しているのか。

設計の考え方については、平成 29年 2月 に「豊丘村内発生土置き場 (本

山)における環境の調査及び影響検討の結果について」を長野県に送付させ
ていただきました。その後、長野県より「豊丘村内発生i置き場 (本山)に
おける環境の調査及び影響検討の結果に対する『助言』Jを頂き、平成29
年5月 に回笞させていただいております.

また、その後も行政手続の中で長野県のご指導をいただきながら、設計を進
めてまいりましF_。

上記に加え、今後は弓き続き長野県にご確認いただきます。

R1725
0R東海

集水丼を増やすべき。

盛土内水位を常時観測する中で、盛土内水1立が下がらない場合、集水丼もし
くは盛土斜面から水抜きボーリングを行います。盛土斜面からの水抜きボー

リングが出来ない位置に集水丼を設けております。

質Po3事項 (2)
造成計画について

埋設工を盛土表面に到達するくらいまで高くすべき。

埋設工は、盛上の深い位置でのすべりをlll制 します。
本出発生土置き場においては、理設工がなくても盛■構造物自体で安定する
設計をしております。
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質Po5事項 (3)
工事について

段切面の幅

“

m以上)は、現実Onではない。

段切りの幅は現地の状況に合わせて変えていきます。段切面の幅は最低でも
lm以上確保をします。

維持管理について

盛土に異常が起きた際の村民への連絡体制を考えてもらいたしヽ

今後、関係者と連絡体制が取れるように協議 t/ていきます。

発生土置き場用地はJR東海で用地を取得し、将来にわたり管理するのか。

施工完了後、森林の状態に戻るまでJRで管理させていただきます。
用地取得及び管理方法については、地権者の意向も踏まえて、協議していき
たいと考えております.

R1725
」R東海
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Rl ,25

UR来海質問事項 (4)
その他

発生上を用いての造成は、自然の森林に戻ることはないため、対rL策を検討
すべき。

自然の山に戻ることはないと承知しております.万が一、盛土内水位が下が
らない場合でも対策が取れるような設備 (集水井など)を設けます。

万が一、盛土が流由した場合の対策として虻,本流等ヘスリットダム (透過
聖堰堤)を設けてもらいたい。

スリットダムの設置については、虻川の河川管理者と相談しながら、必要性
について検討していきます.

戸中発生土置き場の説明も今後してもらいたい。

地元の皆様にご説明する機会を設けます。


